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防災対策

高齢化

マネジメントの見直しに伴う行政と市民の連携の必要

コンパクトシティ

人口減少

自治体による
保有データの公開開放

(オープンデータ化)

民間発信の
データ活用技術
の高度化

住民、自治体、企業、大学、NPO

地域データを通じた課題の共有と解決への期待

国内の地方自治体で、地域データを十分に
活用できていない現状

行政 住民

• 人員・技術力の不足

• データ分析やシミュレー
ションへの高いハードル

• 都市計画関連情報へ
の低い関心・認知度

• 身近な範囲に留まる
興味

説明

意見・評価

不十分

情報の可視化技術の提供によって、行政と市民の間の
コミュニケーションを活性化できる可能性

＜目的＞
オープンデータを活用した都市の将来像
可視化システムを開発し、行政と市民が
協働したまちづくりに向けての活用可能
性を検討すること

内容

2040年までの都市構造の変化をWeb上
で閲覧可能な“MyCityForecast” の開発

全国1,670自治体対応＋バリ版 (英語化)

国内複数都市とインドネシアにおける
試行的なワークショップ実施

a. タイトル.a. タイトル.

b. レイヤー表示・居住
メッシュ選択用地図部分
b. レイヤー表示・居住
メッシュ選択用地図部分

d. 選択メッシュ・年代ご
との住環境14項目の表示部
分

d. 選択メッシュ・年代ご
との住環境14項目の表示部
分

c. 年代スクロールバーc. 年代スクロールバー

e. アンケートペー
ジへのリンク

e. アンケートペー
ジへのリンク

http://mycityforecast.net/
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1.居住を誘導する地域
人口を集めるとしたら
どの市内のエリア？

→「計画された都市構
造」の人口推計に反映

クリックで登
録したいメッ
シュを選択

クリックで登
録したいメッ
シュを選択

2.都市施設の整備方針
どれくらいの人口になる
まで都市施設を保てる？

→計画された都市構造
の施設配置推計に反映

1km圏人口密度を入力と
個別の施設の存続状況を
ダウンロードして編集

1km圏人口密度を入力と
個別の施設の存続状況を
ダウンロードして編集

3.地図表示レイヤの追加
この情報も追加し、地図

に重ねてみたい！

→地図レイヤ選択部分に
反映されます

シェープファイルや
GeoJSONファイル
をアップロード

シェープファイルや
GeoJSONファイル
をアップロード

東京大学 関本研究室 /  Sekimoto Lab. IIS, the University of Tokyo.

ワークショップの開催（主な地域）

対象地域 実施日 対象 テーマ 人数

水戸市 2016/1/21 市民・企業 オープンデータ利活用研究会 20名

横浜市 2015/11/9 市職員 データ活用職員研修 52名

2016/1/16 市民（青葉区民会議） データを通して区の将来を考える 11名

倉敷市 2017/1/7 市民・企業・市職員・国 市街地（観光地）渋滞対策 15名

江津市 2017/1/14 市民・民間団体・市職員 過疎地の公共交通問題・医療介護の拠点 25名

南砺市 2017/1/21 市民・企業・市職員 公共施設施策を考える 25名

2017/12/16 土木学会土木情報学委員会 立地適正化計画/公共施設再編を想定した小学校統廃合シミュレーション 15名
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操作操作 議論・再操作議論・再操作 提案の共有提案の共有 英語表示機能，
バリ版の開発
英語表示機能，
バリ版の開発

Sekimoto Lab. @ IIS Human Centered Urban Informatics, the University of Tokyo 

総務省ICT地域活性化大賞2016・奨励賞受賞

全体の将来推計フロー

現在・過去の都市の姿を表す
公共データ・オープンデータ

将来人口分
布を推定
将来人口分
布を推定

• 周辺人口で現状規模を維
持できるか判定

都市施設の
配置推定
都市施設の
配置推定

• 推定した人口分布、施設
立地に応じた変化

行政コスト
を算定

行政コスト
を算定

■国勢調査 ■自治体決算情報
■国土数値情報 ■公共交通情報 等

都市のコンパクト化を
想定したシミュレーション

• 居住誘導エリアを指定し
た人口遷移を想定（※）

地域メッシュ5年
ごとの生活関連
指標の推定値

コーホート
予測人口

建物更新予測

新規需要
住宅数

更新住宅数

居住地選択

居住誘導地域へ
の配分

（世帯増加率を
重みとする）

将来住宅数

将来人口

将来市街地
面積

住宅数

人口

t年 ｔ+5年

推定時の仮定
• 市内の住宅需要は市内で満たされる
• 都市計画に居住誘導がある場合、住宅の新規需要、更新の際には誘導地域に新

たに住居を求めるものとする。誘導地域のデフォルト設定は平成２２年度版人
口集中(DID)地区。

• 世帯数に比例して人口、市街地面積は増減する

社人研による市全
体の将来人口推定

値で補正

そのままの都市構造：
計画された都市構造：

MCFカスタマイズ機能の提供

※: 将来人口分布の推定フロー


